
令和３年度第１回宮崎県農政審議会議事録

日時：令和３年８月２日（月）

13：30～15：30

場所：宮崎県庁講堂
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午後１時30分開会

【司会】

本日司会を務めさせていただきます、農政企画課の課長補佐大田と申しま

す。よろしくお願いいたします。

ただいまから令和３年度第１回宮崎県農政審議会を開催いたします。

開会にあたりまして、牛谷農政水産部長が御挨拶申し上げます。

【牛谷農政水産部長】

牛谷です。皆さんこんにちは。

本日は大変お忙しい中、また、新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、

本審議会に御出席いただきまして誠にありがとうございます。マスクの着用、

検温を初め、参加人数の制限でありますとか、間隔の確保など、感染防止対

策を徹底した上で開催させていただきますので、御理解のほどよろしくお願

いいたします。

新型コロナウイルス感染症につきましては、全国的に爆発的な感染拡大の

傾向にございまして、本県においても予断を許さない状況にあります。引き

続き、警戒を緩めることなく、感染対策に取り組みますとともに、市町村の

取組を支援するなど、ワクチンの早期接種を進めているところでございます。

一方、このような状況下でありますが、57年ぶりとなる東京オリパラは無

観客でありますが、日本人の活躍もあって、盛り上がりを見せております。

また、本県でも国文祭、芸文祭が開幕しました。宮崎が誇ります、伝統や

芸術、そして食に関する文化など、感染対策をしっかり取りながら、全国に

発信してまいりたいと考えております。

さて、本日の審議会では、昨年度御審議いただき、本年３月に策定しまし

た第八次農業・農村振興長期計画に基づく、本年度の取組内容を中心に、第

七次長期計画の最終的な成果でありますとか、前回の農政審議会で御紹介さ

せていただきました、農政水産部ホームページ「ひなたＭＡＦｉＮ」の進捗

などを説明させていただく予定としております。特に、第八次長期計画に関

しましては、本年度が長計元年ということもございまして、５年後、10年後

の将来像の実現に向けた、いわば本年が仕込みの年になると考えておりまし

て、前例にとらわれることなく、新しい取組に積極的にチャレンジしてまい

りたいと考えております。

また、国におきましては、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立

をイノベーションで実現する、「みどりの食料システム戦略」を本年５月に策

定し、二酸化炭素排出量の実質ゼロ化でありますとか、有機農業の拡大など、

30年後の農業の方向性を見据えた長期的かつ大胆な戦略を打ち出しておりま

す。この戦略の考え方や方向性は、第八次長期計画で掲げる、目指す将来像

と同じであると考えておりまして、今後打ち出される国の具体的な施策も活

用しながら、持続可能な魅力ある宮崎農業の実現に取り組んでまいります。

本日は限られた時間ではございますが、審議員の皆様がそれぞれのお立場

で、日頃感じていらっしゃることなど、忌憚のない御意見をお聞かせいただ
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きたいと思っておりますので、御協力をお願いいたしまして、開会に当たっ

ての挨拶とさせていただきます。

本日はよろしくお願いします。

【司会】

次に、本日御出席いただきました審議員の皆様を御紹介いたします。時間

の都合もございますので、昨年度から引き続きの審議員の皆様は名簿にて御

紹介に代えさせていただきます。

それでは、今回、新しく審議員になられた方々を御紹介いたします。

宮崎県地域婦人連絡協議会幹事の神谷則子様です。

宮崎県教育研修センター指導主事の立元涼子様です。

ＪＡ宮崎県女性組織協議会会長の橋口安代様です。

なお、本日は、野菜ジャーナリストの篠原久仁子様がリモートでの御出席

となっております。

また、宮崎県市長会会長の戸敷正様は、所用により御欠席です。

続きまして、配布資料の確認をお願いいたします。

資料は両面の会次第と配席図、出席者名簿のほか、資料１から資料３、参

考資料、第八次宮崎県農業・農村振興長期計画冊子となっております。資料

の過不足等はございませんでしょうか。

それでは議事に移らせていただきます。資料１の農政審議会条例第４条第

２項の規定により、会議の議長は、会長が行うこととされておりますので、

これからの進行については、黒木会長にお願いしたいと思います。

黒木会長、よろしくお願いいたします。

【黒木会長】

新型コロナウイルスがまた猛威を振るいそうであります。デルタ株をはじ

め非常に懸念がされるところであります。この会議も、２時間を予定してお

りますが、効率的に進めさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

それでは、今日は最初に議事録の署名委員の選定をいたしたいと思います

が、私の方で指名させていただいてよろしいでしょうか。

ありがとうございます。

それでは、香川審議員と、轟木審議員、御両名よろしくお願いいたします。

それでは、議事に入ります。

今日は、二つの議案がございます。第七次宮崎県農業・農村振興長期計画

における主な成果、それから第八次宮崎県農業・農村振興長期計画における

令和３年度の主な取組、ということになっておりますが、第八次の計画につ

きましては、七次の進捗状況や、その結果を踏まえて作られたものであり、

相互に深い関係ございますので、一括して上程をさせていただきます。

事務局、随時説明を願います。
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【殿所農政企画課長】

農政企画課でございます。それでは説明に入ります。

資料２をお願いいたします。

第七次宮崎県農業・農村振興長期計画の後期計画における主な成果について

説明いたします。

１ページをお開きください。

第七次農業長計の後期計画につきましては、平成28年度から令和２年度ま

での５年間、「新たな時代の変化に対応したみやざき農業の成長産業化」を基

本目標に掲げ、重点プロジェクトと基本計画により、取組を進めてまいりま

した。

上のほうの重点プロジェクトにおいては、「販売力の強化」、「生産力の向上」

など、４つの視点で８つのプロジェクトを設け、重点的かつ横断的な取組を

行いました。

下の方の基本計画におきましては、「儲かる農業の実現」、「環境に優しく気

候変動に負けない農業の展開」など、４つの柱に基づき、各種施策を展開し

てまいりました。

２ページをお開きください。

それでは、重点プロジェクトにおける主な成果について説明いたします。

まず、「販売力の強化」の「国際競争力強化プロジェクト」では、食肉加工

施設やかんしょの貯蔵施設など、４つの輸出拠点施設の整備や、輸出に取り

組む産地が10産地拡大したことなどにより、令和２年度の農畜産物の輸出額

は、過去最高の約63億円となりました。

また、県内に点在している、集出荷施設の集約シミュレーションや、フェ

リーを活用したモーダルシフトの実証等に取り組みました。

「契約取引推進プロジェクト」では、加工・業務用野菜において、生産、

収穫、加工などの分業化を行う耕種版インテグレーションにおいて、４つの

法人が取り組むとともに、「冷凍ほうれんそう」や完熟きんかん「たまたま」

など、健康に着目した保険機能食品が７商品開発されるなど、農畜水産物の

付加価値の創出に取り組みました。

また、大手給食事業者など、小売業態以外の新たなマーケットとの取引づ

くりが進展しました。

「生産力の向上」の「生産技術高度化プロジェクト」では、施設園芸にお

いて、生産性向上と周年栽培を実現する養液栽培技術の開発に着手するとと

もに、「みやざきスマート農業推進方針」の策定や、国の事業を活用した実証

プロジェクトの開始などにより、スマート農業の活用に向けた取組が県内各

地に広がりました。

また、生産現場では、施設園芸において、ハウス内を植物の成長に適した

環境に制御する複合環境制御技術や、畜産における発情発見装置など、ＩＣ

Ｔを活用した生産システムの普及が図られました。

「連携サポートシステム強化プロジェクト」では、ほ場整備と農地中間管

理事業の活用による農地集積が進むとともに、加工・業務用野菜産地におい
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て、タブレット等を活用した生産管理や出荷予測などの取組がスタートしま

した。

また、畜産では、ＪＡ等が主体となった繁殖センター等が新たに10か所整

備されるとともに、販売型コントラクターの飼料販売が拡大するなど、生産

工程の分業化が進展いたしました。

３ページに移っていただいて、「人財の育成」の「未来を切り拓く人財確保

プロジェクト」では、農業法人等と連携した「お試し就農」や、各ＪＡ等に

よる就農トレーニング施設の設置、総合情報サービス企業と連携した農業人

材の確保などの取組により、令和２年度の新規就農者は408人となりました。

「宮崎方式人財育成プロジェクト」では、産地分析・産地ビジョンの進展

とともに、経営発展ステージに合わせた研修体系や、県の普及指導員とＪＡ

の営農指導員による生産者への一元的な支援体制、いわゆる宮崎方式営農支

援体制を確立いたしました。

「中山間地域農業の振興」の「中山間地域農業所得向上プロジェクト」で

は、中山間地域の特性を生かした収益性の高い園芸作物の生産や放牧による

遊休地の活用など、地域の特性を生かした産地づくりが進展しました。

また、特産品を活用した６次産業化の拡大や、農泊を推進する地域協議会

の活動支援等による、農林漁家民宿の増加など、所得向上の取組が進みまし

た。

「中山間地域の誇り・絆づくりプロジェクト」では、世界農業遺産認定を

契機とした、地域ブランド「五穀豊穣」の創設や、国内外への魅力発信によ

る認知度向上を図るとともに、指定棚田地域の指定や、地域が一体となった

鳥獣被害対策等により、集落の共同活動の活性化が図られました。

続きまして、資料３をお願いいたします。

第八次宮崎県農業・農村振興長期計画における令和３年度の主な取組につ

いて説明いたします。

１、２ページをお開きください。

八次長計につきましては、令和元年度から２年間にわたる農政審議会での

議論を踏まえて策定し、本年度からスタートしたところですが、新任の審議

員もおられますので、はじめに、概要について説明いたします。

八次長計は、先ほど説明いたしました、七次長計の成果に加えまして、課

題についても十分に検証した上で作成したものであり、左側の10年後を見据

えた「長期ビジョン」と、右側の５年間の具体的な施策である「基本計画」

で構成しています。

左側の長期ビジョンでは、赤い枠の「計画の目標」にありますように、「持

続可能な魅力あるみやざき農業の実現」という目標に向けて、あらゆる危機

事象に負けない「新防災」と賢く稼げる「スマート化」をキーワードに、農

業の魅力向上につなげるとともに、経営規模の大小や個人・法人の別を問わ

ず、経営改善を目指す家族を中心とした「みやざき型家族農業」の強化、農

業・農村の重要性について、県民との共有を図ることとしております。

右側の基本計画では、紫色の枠の「施策の具体的な展開方向」にあります
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ように、「１ 農の魅力を産み出す人材の育成と支援体制の構築」など、３つ

の視点で、「（１）次代を担うみやざきアグリプレイヤーの確保・育成」など、

７つの柱に沿って、それぞれ５年間の具体的な施策と５年後の主な目標数値

を掲げております。この後説明いたします、令和３年度の主な取組につきま

しては、そこに括弧書きで書いてあります、７つの柱ごとに説明をしたいと

思います。

なお、下の方の小豆色の枠の「経営モデル」では、基本計画に基づく施策

の展開によって、５年後に目指す経営の姿を、施設野菜・露地野菜・肉用牛

ごとに、スマート化と法人化の２つのモデルとして例示をしております。

３ページ、４ページをお開きください。

先ほど長期計画を進める上でのキーワードとして、「新防災」と「スマート

化」というお話をいたしましたが、これについて説明をいたします。

まず、「新防災」につきましては、その絵にありますように、昨今の激甚化

する災害、家畜・植物防疫、地球温暖化、さらには飼料や化石燃料の輸入等、

多様なリスクにしっかり対応することによって、「あらゆる危機事象に負けな

い農業」の構築を目指すというものであります。

「スマート化」につきましては、４ページの絵にありますように、生産部

門でのスマート農業や人材育成、流通部門での出荷予測、パレット化、電子

タグの活用、販売部門でのネット販売などに加えまして、ＳＮＳ等を活用し

た情報の発信や意見の集約などに取り組み、「賢く稼げる農業」を目指すもの

であります。

５ページを御覧ください。

ここから、令和３年度の主な取組について説明します。

長期計画で掲げた10年後の将来像を実現するために、今後５年間で実施す

る具体的な施策のうち、本年度に取り組むものについての説明になります。

ここに掲げてあります取組の中には、これまでの取組をしっかりと継続す

る、或いは充実・強化するというものも含まれておりますし、今年度から新

たに取り組んでいくというものもございますけれども、本日は、下線を引い

ております、今年度からの新たな取組を中心に説明いたします。

まず、５ページの１つ目の視点「”農の魅力を生み出す”人材の育成と支

援体制の構築」の１つ目の柱、次代を担うみやざきアグリプレーヤーの確保

・育成」では、目指す将来像を、これまでの「担い手」に、雇用人材を加え

た人材を「みやざきアグリプレーヤー」として位置づけ、幅広く確保すると

ともに、農業団体との連携のもと、新規就農支援や普及指導体制を強化し、

職業として多くの人に選ばれる農業へ変革することとしております。

令和３年度の主な取組としましては、①の新規就農・参入支援によるプレイ

ヤーの確保では、就農等に関する相談内容を共有・管理するためのデータベ

ースシステムの活用、利用を市町村やＪＡ等に拡大することや、Ｗワーク等

の短期就労者が安心して働けるよう、動画マニュアルによる就労前研修等を

行います。

②の多様な研修によるプレイヤーの育成では、ｅラーニングの整備に向け



- 6 -

たコンテンツ作成や、総合農業研修センターにおけるリカレント研修などの

内容を充実するとともに、関係機関との連携や、農政水産部ホームページ、「ひ

なたＭＡＦｉＮ」の活用による、雇用就農者や定年帰農者への周知を図って

まいります。

６ページに移っていただきまして、④の高齢農業者が生きがいを持って元

気に活躍できる環境づくりでは、高齢農業者が困難な作業を請負う農作業受

託組織や集落営農組織等の産地サポート機能を推進するための体制構築を進

めてまいります。

７ページをお開きください。

２つ目の柱「産地サポート機能を有する新たな体制の構築」では、目指す

将来像を、ＪＡ部会や集落営農組織、法人経営体、生産支援組織等が協力し、

農業情報の共有とマッチング等を行う「産地サポート機能」を有する新たな

体制を構築することとしております。

令和３年度の主な取組としましては、①の産地サポート機能を発揮する地

域調整体制の構築では、地域毎にサポート機能を発揮するための体制や、５

か年間の工程表について検討・合意形成を図るとともに、産地ビジョンの共

通課題の共有等に取り組みます。

②の技術・経営資源の円滑な承継では、地域毎に承継支援チームを設置し、

離農希望者の農業生産施設等を担い手にマッチングする仕組みの構築や、本

県の主要な施設野菜を対象に、優れた農業技術を有する篤農家等の栽培管理

データを収集するとともに、民間企業と連携し、そのデータを営農指導に活

用するためのシステムの構築に取り組みます。

８ページに移っていただいて、③の多様な雇用人材の確保・調整では、関

係機関・団体との連携による「みやざき農業人材確保支援会議」の設立、農

福連携や、Ｗワーク、援農隊、産地間・産業間連携の取組など、地域におけ

る新たな人材確保対策の仕組みづくりを行います。

また、多様な人材がより就労・定着しやすい環境づくりに向けて、簡易ト

イレの導入や休憩所の改修等を行うモデルの各地域での設置や、特定技能外

国人の産地リレーのモデル実証、また本県は、ベトナムからの技能実習生が

一番多いことから、本県在住のベトナム出身の方をコンシェルジュ、いわゆ

る相談役としてＪＡ宮崎中央会に配置することなどに取り組みます。

９ページをお開きください。

２つ目の視点「”農の魅力を届ける”みやざきアグリフードチェーンの実

現」の１つ目の柱「スマート生産基盤の確立による産地革新」では、目指す

将来像を、スマート農業等による生産性向上や、農地の大区画化・汎用化、

畑地かんがいによる生産環境整備、分業生産体制の構築によって、効率的で

持続的なスマート生産基盤を構築するとともに、宮崎の強みを発揮できる推

進品目の絞り込みや、周年供給体制の構築に加え、産地加工機能の強化や、

出荷予測など生産情報の見える化により、多様なニーズに適応した産地振興

を推進することとしております。

令和３年度の主な取組としましては、①のスマート農業の普及・高度化で
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は、導入の加速化に向けて具体的な取組やスケジュールをとりまとめた「ス

マート農業推進計画」を策定するとともに「ひなたＭＡＦｉＮ」を活用した、

スマート農業機械・技術を使ってみたい農業者と、モニターとして使っても

らいたいメーカーとのマッチング、ピーマンやきゅうりの養液栽培における

データの収集・分析と生産管理に適切に反映させる技術の確立、高収量・省

力化を実現する大規模周年生産ハウス団地の構想づくりの支援を行います。

②の効率的な生産基盤の確立では、スマート農業に対応したほ場整備を加

速させるため、農地の区画拡大や水田の汎用化に向けたほ場整備に35の地区

で、畦畔除去等による簡易な基盤整備に15の地区で取り組みます。

また、かん水作業、いわゆる水管理の徹底した省力化・効率化を図るため、

10ヶ所の実証ほ場において、かん水自動化など、スマート農業技術の導入に

向けた実証試験に取り組みます。

10ページに移っていただいて、③の分業による生産体制の構築では、耕種

版インテグレーションの取組を拡大するため、播種や収穫、出荷調整等の作

業分析による改善を進めるとともに、自給飼料を畜産農家に供給するＴＭＲ

センターの施設整備や設立に向けたコンサル支援、肉用牛農家が定期的に休

日を確保するために、代わって飼養管理等を行う定休型ヘルパー組織の創設

に向けた体制整備の支援を行います。

④の安定した生産量の確保では、豪雨や台風などに強い耐候性ハウスの導

入を推進するとともに、周年栽培を実現する高軒高ハウスの低コスト化に取

り組みます。

⑤の産地加工機能の強化では、ゆずの産地加工団地やへべすの大規模団地

育成に向け、遊休農地の活用や基盤整備の推進、省力防除技術の導入等に取

り組みます。

11ページをお開きください。

⑥の産地革新を進める試験研究・普及の強化では、複合環境制御技術を活

用したきゅうり、ピーマン等の高収量安定生産技術の確立や、国等との連携

によるサツマイモ基腐病対策技術の確立等に取り組みます。

また、宮崎牛のおいしさの見える化や消費者ニーズに対応した飼養体系の

開発などに取り組みます。

12ページに移っていただいて、２つ目の柱「産地と流通の変革を生かした

販売力の強化」では、目指す将来像を、出荷予測等の取組をフル活用した計

画販売の実践、加工・業務用需要の増大など社会構造の変革に対応したブラ

ンディングの構築、拡大する海外市場の獲得に向けた戦略的輸出体制の整備

により、本県農業の販売力を強化することとしております。

令和３年度の主な取組としましては、①の共創ブランディングの展開では、

大学と連携し、きゅうりやマンゴー、みやざき地頭鶏等に含まれる機能性成

分の探索等に取り組むとともに、関係団体と連携し、宮崎牛や宮崎ブランド

ポークのおいしさの見える化に向けた調査・分析に取り組みます。

また、ネット販売やスマホ等で応募可能なキャンペーン等、多様化する販

売形態に対応した取組を支援するとともに、蓄積された消費ニーズの分析や
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効果的な情報発信を支援します。

②の食資源の高付加価値化に向けた取組の強化では、県内産地及び消費地

の食と農の関係者で構成する「みやざき食農連携プロジェクトプラットフォ

ーム」を設立し、簡便性や健康志向など、ポストコロナの消費者ニーズに対

応した新商品・新サービスの開発を支援します。

13ページをお開きください。

③の世界市場で稼ぐ戦略的輸出体制の整備では、株式会社ミヤチクや宮崎

くみあいチキンフーズ株式会社がそれぞれ中心となって、牛肉及び鶏肉の輸

出に係るコンソーシアムを設立し、産地の生産者、輸出業者と連携した輸出

促進活動の取組等を支援します。

また、牛スライス肉や鶏卵等の新たな食べ方の提案等にも取り組みます。

14ページに移っていただいて、３つ目の柱「産地とマーケットをつなぐ流

通構造の変革」では、目指す将来像を、選果場等の供給拠点の集約など、農

産品物流の効率化等による、輸送環境の改善を図るとともに、生産から流通

・販売まで、サプライチェーンを構成する各段階で、新技術の積極的な活用

による対策の連鎖を促進し、産地とマーケットをつなぐ流通構造を変革する

こととしています。

令和３年度の主な取組としましては、持続可能で効率的な輸送体系を構築

するために、産地、輸送会社、行政・団体等で設立した「みやざき農の物流

ＤＸ推進協議会」を中心に、輸送業者と連携したＪＡ間積み合わせによる荷

下ろし箇所数の減少等、輸送ルート最適化の実証、消費地における配送拠点

の活用による、輸送最適化の検証、トラック予約受付システムの活用による、

荷待時間の縮減の検証を行います。

また、フォークリフトで荷物を載せたまま運搬できるパレットのサイズに

合うような品目共通段ボールや主要品目の箱規格の統合、等階級の簡素化に

向けた検討会の開催や、船舶を利用しやすい出荷体制の構築に向けた予冷施

設等の整備を支援します。

15ページをお開きください。

３つ目の視点「”農の魅力を支える”力強い農業・農村の実現」の１つ目

の柱「次世代に引き継ぐ魅力あふれる農山村づくり」では、目指す将来像を、

集落の話し合いで将来像となる集落ビジョンを策定した上で、基幹産業であ

る農業の活性化や他産業と組み合わせた所得・雇用の確保により、賑わいの

ある魅力あふれる農山村づくりを推進するとともに、農山村の魅力を国内外

に発信し、受け入れ態勢を構築することで、移住者や関係人口の創出を図る

こととしています。

令和３年度の主な取組としましては、①の地域の多様な人材が協働して稼

げる体制の強化では、高千穂町と連携して、就農と定住をパッケージ化した

「高千穂ファーマーズスクール」の令和４年度開講に向けて、研修生の受入

先となる先進農家の選定や研修カリキュラムの構築など、農業技術習得体制

の整備等に取り組みます。

また、人口減少が著しい中山間地域の市町村を対象に、農業や林業など多



- 9 -

様な産業が連携して就労機会を提供する「特定地域づくり事業協同組合制度」

の周知と地域の実情に即した仕組みづくりに取り組みます。

16ページに移っていただいて、②の集落の魅力を発揮し未来につなげる農

産山づくりでは、農家民宿を核に、農林漁業者、小売業や飲食業など地域の

様々な事業者の連携による魅力あるコンテンツの創出や、その情報発信等の

取り組みを支援します。

17ページをお開きください。

２つ目の柱「持続的で安全・安心な農業・農村づくり」では、目指す将来

像を、ＣＯ２排出量実質ゼロ化や有機農業の拡大といった目標が掲げられて

おります、国の「みどりの食料システム戦略」等も踏まえ、エネルギーや飼

料生産分野での更なる耕畜連携に加え、強靱な生産基盤、家畜・植物防疫、

農業セーフティネット、情報発信等により、あらゆるリスクに備える新防災

営農を構築するとともに、環境にやさしい農業を展開し、安全・安心な農業

・農村を実現することとしています。

令和３年度の主な取組といたしましては、①の資源循環型産地づくりと、

エネルギー転換の推進では、民間堆肥コンサルタントと連携し、堆肥の、県

内外に向けた広域流通を推進します。

また、畜産バイオマスエネルギー利活用検討協議会において、肉用牛生産

者への堆肥生産に係るアンケート調査や、牛ふん燃焼の実証試験を行うとと

もに、児湯地域において、施設園芸と酪農家が連携した、家畜排せつ物をメ

タン発酵で分解した消化液の液肥利用の効果を調査、検討します。

②の災害に強く、持続可能な生産基盤の確立では、防災重点農業用ため池

の補強対策工事を24箇所、用水路など農業用施設の機能診断や機能保全計画

に基づく対策工事を県内５地区で進めます。

③の家畜防疫体制の強化では、18ページに移っていただいて、人の感染症

と家畜防疫の共用防疫資材を一元管理する備蓄倉庫を整備し「迅速な防疫措

置」に備えます。

④の植物防疫体制の強化では、国と連携したＡＩによる画像診断技術の構

築や、サツマイモ基腐病対策として、ドローンを用いた生育状況等の把握に

ついて実証試験を行います。

⑤の安心して営農できる農業セーフティネットの強化では、ひなたＭＡＦ

ｉＮ内に、農業経営収入保険をはじめとする公的保障制度や農業制度資金等

の情報をまとめた利便性の高いページを構築することとしております。

19ページをお開きください。

⑥の環境に優しい農業の展開では、農作物の適正な栽培管理方法である、

宮崎方式ＩＣＭにおける適正な水や肥料の管理といった指標の実践に向けて、

関係者によるワーキンググループを立ち上げ、指標を整理した指針が作成さ

れている10品目について、具体的な推進計画を作成します。

⑦の食料・農業・農村に対する県民の理解醸成では「ひなたＭＡＦｉＮ」

を活用したリモートによる病害虫診断など、生産者が利用しやすい機能強化

や、効果的な情報発信に関する資質向上のための研修等を行い、情報発信力
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を強化することとしております。

説明は以上でございます。

【黒木会長】

はい、ありがとうございました。

初めて御参加いただきました方は、これだけ説明されても、何のことかわ

かりません、とお考えかもしれませんが、それぞれ、今の説明を聞いてお考

えになったことが多数あるかと思います。

皆様方の御意見を頂戴したいと思います。質問、意見、何でも結構でござ

いますが、どなたからでも結構でございます。何かございませんでしょうか。

最初がなかなか出にくいですが、私も、今聞きまして、やはり皆さんもお

感じになったと思うんですが、農業のいわゆるテクニック的なことについて

はかなり進んでいます。ところが、一番問題である担い手が非常に難しいと

いうふうに思います。

大石さん。ＳＡＰの会長さんとして、今聞いていただきました。何か御意

見ございませんか。

【大石審議員】

そうですね。担い手が非常に足りないということについて、確かに農業は、

今いろいろスマート農業だったり、結構簡単にできるようなイメージが強い

と思いますが、実際、かなり農業は大変な仕事の一つで、自分もお茶をして

おりますが、やはり親が作った基盤がある上で、農業が何とかできてる状態

です。そこが何もない方はかなりきちんと考えないと、本当に大変な目にあ

うと思います。先日、農業大学校の外部評価がありまして、その時も話をし

まして、やはりなかなかこの仕事を、後継者、息子たちにやらせたいかと思

ったときに、そこまでやらせたくないというのが本音なところで、そこを何

とか、継がせて、今後の子供たちに受け継いでいって、伝えていくのが僕ら

の責任なのですが、なかなかそこも難しかったりすると思います。

【黒木会長】

はい。ありがとうございます。トップバッターで大変でございました。す

いません。

彼が言いたいことは、的を射ていると思います。スマート農業とか機械化

だとかいろんなことやりますし、いろんなこと言いますが、農業が、じゃあ

それだけで楽しくなるかというとそれは別問題であります。ただ、そういう

厳しい中でも、農業を継続させるためには、やはり担い手は極めて必要であ

ります。

関連いたしまして、皆さんのほうから何かございますか。

酒井先生どうぞ。
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【酒井審議員】

やはり後継者を育成するためには、儲かる農業というのをもっと考えなけ

ればいけないと思います。「儲かる農業」とどこかに書いていて、キャッチフ

レーズを挙げていますが、先ほどの話の中で、そこら辺が具体的な形が出て

こないです。就業者１人当たりの名目生産量、農業はですね、325万と書いて

あります。これは、全国の産業平均が689万円で、その半分以下です。このよ

うな状態で、農作物を作れというのは無理です。

ですから、儲かる農業というのを大前提に考えていく。農業をすればこれ

だけリッチになるんだよというところを。ですから、例えば、稼ぐ農業をし

ているようなところは、やはりドーンと構えて、年収2000万ぐらい儲かるよ

うな形の農業というのを考えないと、後継者もこないと思います。

つまり、後継者を育成しようとするためには、それだけ農業というものに

対して魅力がなければいけないと思います。そして、その魅力というのは、

やはり経済的な基盤だと思います。ですから、その辺が一番重要だと私は思

います。

ですから、もう少しこの計画の中でどのくらい儲かるのか、これすればど

のくらい儲かって、そしてそれを見て、後継者が育っていくというとことで、

やはり目標が欠けてるような気がします。以上です。

【黒木会長】

はい。ありがとうございます。

今、酒井審議員の仰いましたことにつきまして、県の方から、どうぞ。

【殿所農政企画課長】

はい。ただいまのお話のありました農業の儲かる姿をしっかり見せるべき

ではないかということ。それから、ここの計画にあることをしっかりやった

ら一体どのような姿になるのかということを、しっかり見せるべきだという

のは、昨年度のこの農政審議会でもたくさん御意見をいただきました。

それを受けまして、皆様の長期計画の冊子がお手元にあるかと思いますけ

れども、103ページをお開きください。

昨年度の審議会で出ました、そういうしっかりとした目標であるとか、或

いは新たに農業に参入しようとする方々が、頑張ればどのくらい儲かる、と

いうことを、しっかり夢を見れるような形にするほうが良いのではないかと

いうことで、この103ページのところに、農業経営モデルという欄を一つ新し

く設けまして、そこの2段落目にありますように、まずは、他産業と同水準の

640万という所得目標を一つ設定をするということと、このモデルの中の２の

（１）にありますように、スマート化モデルということで、先ほどから出て

おりますスマート農業にしっかり取り組んでいくことによって、規模を維持

・拡大していく、或いは、収量の向上や省力化を図ることで、1,000万円前後

の所得を目指すモデルというのを、施設野菜と露地野菜と肉用牛でつけてお

ります。そして、104ページでは、法人化モデルということで、スマート農業
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の積極的な導入に加えまして、法人化を図り、4,000万円前後の所得を目指す

モデル、これも三つの分野で作っております。そして、ここには文字だけ書

いてありますが、105ページ以降に、具体的にどのようなところにしっかり取

り組む、或いはどのような経費がかかってどのような所得に替えられる、と

いうことをここで簡単にお示しをしております。

私どもとしては、このようなものをしっかり見ていただきながら、これを

目指そうという方については、先ほどスマート農業、とても難しいのではな

いか、簡単ではないよね、という話がありましたので、いきなりスマート農

業の機械をどんと入れるのではなく、まずは試してもらったり。今、メーカ

ーの中にも、モニターとして使ってもらいたいという企業もあります。そう

いったところとしっかりマッチングすることで、まずは試してもらうところ

から入ったりしながら、或いは共同で利用する体制を作ったりですとか、そ

ういった中で、スマート農業にも触れていただき、自分で、これは導入して

も採算が合うなという段階になったら導入していただく、というようなステ

ップを踏む必要があるということを考えておりまして、先ほども少し申し上

げましたが、スマート農業どう推進するかという計画を、今年度しっかり作

っていきたいというふうに考えております。以上でございます。

【黒木会長】

はい。酒井議員いかがですか。

【酒井審議員】

ぜひこれで推進してもらいたいと思います。

私、宮崎大学農学部で、もう40年ほど教職をしておりまして、やはりなか

なかですね学生さんが、本当は農業のことを勉強してるにもかかわらず、本

当の専門の分野に就職というのは極めて少ないです。

これは分野にもよりますけれども、特に水産の分野、畜産の分野、それか

ら農業の分野、これらの分野というのは、なかなかその分野に就職してくれ

る人がおらず、要するに、その他の分野に出ていってしまいます。なぜかと

いうと、親がそれをしているというのであれば別ですが、我々農学部という

のはほとんどの場合、サラリーマンの家庭を対象にしています。そういうの

は関係のないところで勉強しても、なかなか勉強した世界に入っていけない

というのが一つの実状です。ですから、その辺の門戸を開いてもらうと、も

う少し農学部の就職の門戸が広がり、ひいては、宮崎に学生が定着してくれ

るのではないかなと思います。儲かるというところを示してもらわないと、

やはり学生さんにとっては魅力がないです。ですからその点を大いに期待し

たいと思います。どうもありがとうございました。

【黒木会長】

はい、ありがとうございます。大切な御指摘だと思います。ぜひ、そのあ

たりにつきましても、十分検討して欲しいと思います。
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農学部の生徒が農家の子供とは限りません。先生が仰った、なかなか門戸

が狭いというのもそうだろうと思いますが、これに対しまして、福良会長。

【福良審議員】

はい。JA中央会の福良でございます。

話の流れから、私が紹介しなければならないかなと思いますけれども、今

の話の中で、家が、親が農業してるとそのままスムーズに入っていくことも、

規模にもよりますがあります。ところが、サラリーマン家庭の方、今、先生

が仰いましたように、学生さん、ほとんどの方がおそらくサラリーマンの家

庭で、農業に入っていくのは、資金の問題、土地の問題を含めて、いろんな

課題があるということですけれども、実は私たちＪＡグループだけではない

ですが、平成19年から、新規就農者の支援対策ということで、今、13ＪＡあ

る中の11ＪＡで、就農するためのトレーニングハウスを作ってございます。

そこで、新規就農者を一期なり、二期なり入れ、研修して、育ってもらい、

その後のハウスの取得や資金等の問題、そちらもあわせて行い、技術面に関

しては、研修の中で、勉強してもらうということを取り組んでおります。現

在までに、施設園芸が中心で310名の方が、研修を受けています。ただ、310

名全員が就農してるということではございませんけど、大まかで申し訳あり

ませんが、約90％の方が就農して、一部何人か途中で辞められる方もおられ

ますが、８割から９割の方が、５年間以上就農されています。そこから少し

ずつ底辺が広がっていくのではないかと思っております。

色々な研修もそうですけど、募集の関係、それから就農の準備の関係もで

きるだけ行っていくということで、後継者の中で、もちろん農家をしておら

れる方もいらっしゃいますが、そういうところで今、支援対策を継続してま

いりまして、今は、品目はキュウリやピーマン、そしてミニトマト等が多い

ですが、露地ものを含めた指導のようなところも要望がきております。畜産

関係も考えなければいけないと思いますが、全般にわたって、就農者を育て

ていくという体制で今やらせていただいているところでございます。紹介さ

せていただきます。

【黒木会長】

はい。ありがとうございました。

非常に素晴らしい実績が上がってるようで。関連して、農業経営指導士の

大脇さん。

【大脇審議員】

ありがとうございます。

後継者というところでは、児湯地区とかは、後継者もすごく頑張っていま

して、農業後継者が育ってます。リーダー塾を出て、経営管理等、基本から

勉強して、実際、私の子供たちも経験させていただいたのですが、非常に成

長したなと感じております。経営管理から、作業内容を全部任せていますが、
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やはりそこで育つといいますか、勉強することによって、自信もつきますし、

いろいろな方との繋がりから情報も得て、なおかつ今はスマート化というと

ころでは、新たな機械も利用しながら頑張っている姿が、結構見られます。

ですので、後継者ではなく新規で入られる方は、やはりなかなかゼロからは

それなりの覚悟がないと本当に難しいのではと思います。日々、親の背中を

見て育っている後継者は大変さもある程度わかった上で、なおかつ、実践し

てみるともっと大変ということを、今感じてるみたいです。

各自の勉強会も、品目ごとのグループでしておりまして、レベルも上がり、

農作物も綺麗なのものを作ってきていますが、物はできても出すところがな

い、出すところはないと言いますか、今野菜が低価格で、せっかくスキルも

アップして、物を作っても、最終出すところがない。キャベツ、白菜を作っ

ていますが、その部分だけで農協さんと、宮崎市場に出して、産地で半分ぐ

らいずつの割合で出していますが、価格が落ちてしまうと、市場はストップ

がかかります。そしたらもう収穫できないので、畑で廃棄処分します。野菜

は１日も待ってくれないです。そのようなことが多々ありましたので、せっ

かく育って、子供たちもいろいろな努力をして、物を作って、さあ出します

というときに、売る場所がない。最終的には売り上げがないのに、どのよう

に頑張れ頑張れと言えばいいのかなというのがここ数年、もちろんコロナと

いうのはありますが。

先日ですね、ワークマンという会社の社長さんが、「全国制覇しました。一

番最後は宮崎県でした。」と言われてました。そこで、「えっ」と思いまして。

「陸の孤島です、一番遠いです。鹿児島にはできて宮崎にはできなかった。」

という話を見まして、やはり他の事業でもそうなんだと思ったときに、農業

でも新鮮なものを、この陸の孤島からどのように発信していくのかな、とい

うのが気になります。

【黒木会長】

はい。ありがとうございます。多様な御意見でありますが、はい、元気で

すかの橋口さん。

【橋口審議員】

後継者のことで気になりましたので、先日私、男女共同参画の会議に参加

させていただいて、偉い先生方が来られて、男女共同、男性が育児や家事に

どう関わっていくか、環境をどうするか等いろいろな協議、論議がされてい

る中で、私はとても不思議だなと感じました。私の息子たちは、友達もです

が1回勤めました。そして、農業をすると決めたのは、結婚するときや、子供

ができたときで、なぜかと言いますと、嫁さんは勤めて、自分が子育てにた

くさん関わるためではないのかなという気がします。農業をしていると、息

子たちがおむつも変えるし、おかずも作るし、保育園も迎えに行くし、ばば

あの出る幕ないんですよ、とお伝えしましたら、すばらしい環境ですねと仰

いました。
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ですので、自分の工夫次第で農業はそんなことができる、というようなア

ピールもできます。びっくりするような呑気さですが、息子たちは、とても

子供を大事にして、学校の行事も2人連れ、幼稚園の行事も2人連れで行って

るのが現状です。私の地域は割と息子たちの年代が多く、次々就農しました。

宮崎市役所をやめて就農した子もいます。うちの息子は、製造業で、厳しい

労働環境でしたので、すっと入りましたが、そんな息子たちは、地域を守る

ということや、環境を守るということはまだ興味はないです。どうしてそん

なに人の田んぼばかり作らないといけないのか、お父さん馬鹿じゃないの、

というような感じです。夫は、地域の田んぼが荒れたらいけないから、自分

ところの３倍も４倍も中間管理機構から借りて、農業していますが、息子は

田んぼで田植え機とトラクターにのることしかしないんです。自分の世代に

なったら中間管理機構に返すよ、と言っている。というのが現実でありまし

て、土地を管理機構に預けてる方も、自分の田んぼがどこかわからない方が

多いです。私の住んでいる集落でも、親が亡くなって私の年代の方が相続さ

れたところはですね。そういったことも課題かなと思いまして、少しずれま

すが、72ページの、「人・農地プランに基づく農地の集積・集約化」のところ

も、息子と夫に聞いてみました。これをしたらいいのではないか、と。私の

ところは少しですが、１haぐらい連続した農地があります。人のところばか

りで、名義がすべて違いますが、私たちでできないのかと聞くと、誰がする

のか、お金は誰が出すのか、米はどんどん安くなるのに、儲からないことは

しないほうがまし、と、昨日、一昨日も随分言われましたが、それが現状で

すので、それもお伝えしたかったです。以上です。

【黒木会長】

はい。今、若い人たちの中でもいろいろな御意見があって、やはり将来を

考えると不安なのは当然だというふうに思いますが。

はい、どうぞ。

【立元審議員】

教育研修センターの立元です。４月からこの職に就きまして、私３月まで

農業高校の農業の教員として、農業高校の生徒の人材育成に携わっておりま

した。そのことから今の、宮崎大学の先生も仰られましたが、農業高校に通

っているその生徒たちが、出口として即就農ということがほとんどないのが

現状です。やはり家がサラリーマンの方であったりとかしますけれど、農業

の実習をすると、授業の中ですごく目をきらきらさせてとても楽しそうに、

面白いって、一生懸命頑張っています。そして、就職どうしようかという時

に、農業もいいな、というところがあっても、就農するというところまで、

やはり壁がありまして、基盤も無いとなかなか難しいので、法人とかそうい

うところの就農とかも強化していただけると有難いです。就職の時の求人票

に、農業関係の就職というのは本当に少ないです。求人票が届かないですね。

法人も含め届かず、もちろんＪＡさん等そういうところもありますが、法人
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化したけれども、人を常時きちんと雇えるぐらいの基盤が法人さんにないと、

やはり忙しい時だけ雇用するという形になると、そこに就職することができ

ないというのが現状でありますので、ぜひ、法人のところも強化していただ

いて、高校生にそのような求人票が届いて、そこからせっかく農業学んだの

で、それに就職していくという生徒が増えるといいなと思いまして、御意見

させていただきました。

【黒木会長】

はいありがとうございます。これらにつきまして県は何かございませんか。

非常に良い御意見だと思いますが、はい。

【堀ノ内農業担い手対策課技術補佐】

農業担い手対策課でございます。

法人への就職に向けた情報提供ということで、県立農業大学校におきまし

ては、農業法人と学生さんとのマッチング会というものを、年に１回、場を

設けまして、就職に向けた合意形成といいますか、マッチングの取組を実施

しているところでございます。併せて、農業高校生につきましては、農業高

校卒業後に、また農業大学校等に進学の意向がある学生に対しまして、より

的確な判断をしていただくために、高校２年生を対象にした宮崎アグリドリ

ームキャンプという取組であったり、３年生につきましてはオープンキャン

パスということで県内の農業高校、或いは農学科等の農学に関する高校、全

８校、そして中学生或いは今年からは、普通科高校もそのようなオープンキ

ャンパスに来ていただく取組を行っているところでございます。紹介させて

いきます。

【黒木会長】

はい。ありがとうございます。

ここでウェブ参加の篠原審議員の御意見があるようでございます。篠原審

議員どうぞ。

【篠原審議員】

こんにちは。東京からリモート参加しております野菜ジャーナリストの篠

原と申します。

私からは２点ございまして、まず１点目が62ページの食資源の高付加価値

化に向けた取組の強化について、御提案がありまして、私事ですが、ちょう

ど今9ヶ月になる子供の子育て中でして、初めて離乳食というものにむきあっ

たときに、つい最近、宮崎県の食の力を改めて発見して感動したことがあり

ます。ママたちの間で、人気を集めている、今画面に出していますが（篠原

審議員が紹介するものを画面に映している）、県内の皆さんは、御存知の企業

かもしれませんが、九州オーガニックメイド株式会社のグループ会社でもあ

る株式会社ＳＵＮＡＯ製薬さんが作られた「まるごと鶏レバー」というもの



- 17 -

が、子育てしているお母さんたちの中で爆発的ヒットしているということで、

私も買ってみてから、宮崎市の会社だということを知りまして、大変感銘を

受けました。これは宮崎県の鶏のレバーを使った無添加のものということで、

離乳食を作るときに鶏レバーを茹でて、そして作るとなかなか大変な中で、

パウダーになっているので水を入れるだけで簡単にレバーを赤ちゃんに食べ

させられるということで、すごくヒットしています。これを見たときに、こ

のベビーフードというキーワードは、今後の成長産業の付加価値化が付けら

れる一つとして注目できるのではないかなと、改めて、宮崎県のＰＲできる

ポイントとして最近気づいた次第です。

そういうのも、子育てしているお母さんたちは、宮崎が今訴求している機

能性成分ですとか、成分分析による食の安心・安全というところですとか、

オーガニック農産物等そういったキーワードにものすごく敏感になっていて、

子供の食に取り入れたいと思っているところですので、こういった会社さん

もローカルフードプロジェクトに参加しているというふうに伺っていますの

で、そういったところと、宮崎県の農産物、オール宮崎県の農産物でタッグ

を組んでいただいて、ベビーフードに供給している農畜産物供給量ナンバー

ワンは宮崎県だ、のような方向に持っていけると、宮崎県の食材が安心安全

ということや機能性に特化している、オーガニックであるというようなこと

を包括して、イメージがＰＲできるのではないかなと感じたので、食資源の

高付加価値化に向けた取組ということで、提案させていただきたいなと思い

ました。

もう１点が、首都圏の取組として始まっていることとして、事例を簡単に

紹介させていただきたいのものが、34ページで御紹介されています物流の効

率化、供給機能の強化では、物流推進協議会の中で、いろいろな取組をされ

ているということで、ＪＡのトラックに混載するということが始められてい

ることが書いてありましたが、実際に首都圏では、少量多品目を育てられて

いる野菜農家さんは、通常は個人宅やレストランに宅配便で個別に配送して

いましたが、市場法の改正を受けまして、今は、ＪＡのトラックに自分の野

菜を混載してもらい、豊洲市場に入れて、それを便宜上、仲卸を通じてレス

トランの野菜を買いたいシェフたちが、皆様仲卸のところへ買いに来るとい

うような形で、個別配送することなく、まとめて東京まで、茨城県の農家さ

んですが、茨城県から東京の市場まで、まとめてＪＡ便に混載してもらうこ

とで、野菜を届けて、効率よく、個別のレストランなり、1人で届けるという

ようなことも始まっていますので、ぜひ小さくて、強い農家も、この輸送ル

ートの快適化、地域物流の再構築の中で拾い上げていただいて、物流のバリ

アフリー化をしていただくと、宮崎らしいといいますか、他の県はなかなか

行っていないような取組として実現していくのではないかな、という期待を

含めて、事例を御紹介させていただきました。以上です。

【黒木会長】

ありがとうございました。新たな取組の御紹介をいただきました。
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そのほかに何かあります。はい。

【松田農業流通ブランド課長】

流通ブランド課の松田と申します。

篠原審議員、御提案ありがとうございます。

１点目は食資源に注目した、オール宮崎でベビーフード、そこにオーガニ

ック等の要素を取り入れて、安全・安心というような形の食品を生み出すと

いう御提案だと思いますけれども、まさに、食の宝庫である宮崎県のその食

に、お１人、お１人個別に手を当てるのではなく、販売の方、製造が得意な

方、加工が得意な方、生産される方、ページで言いますと12ページのローカ

ルフードプロジェクト「ＬＦＰ」というものを、先だって７月２日に立ち上

げまして、そのような方々に集まっていただいて、新たな価値を持つものに

取り組んでいこうということで発足したところでございます。御提案を取り

入れて、そのような方面でも検討をしていきたいと考えています。

２点目は、物流に係るバリアフリー化という御提案だったと思います。都

市圏において、宮崎のものが欲しいと仰るところに、なかなか小口で物が届

いていかない状況があるのかなと考えているところでございます。ですから、

都市圏において、宮崎のものが欲しいというお客様にどのような手だてで届

くか、或いはある拠点を作ってそこに取りに来ていただくというような御提

案。そういった部分も、物流ＤＸ協議会がございますので、そういった中で、

御紹介し、またいろいろな面で、お気づきになったところを御提案いただく

と助かります。

【黒木会長】

ありがとうございます。

はいどうぞ。川越さん。

【川越審議員】

はい、川越です。

先ほどのトランスデジタルフォーメーションの物流のところと、先ほど御

発言されました大脇審議員の、御意見を聞きましたので、私が考えたところ

を少し御紹介させていただきたいなと思います。

物流のところで、こちらの第八次長計の冊子の80ページにも掲げてあられ

るのと、こちらの、令和３年度の主な取組の14ページにも同じようなところ

が載っているかと思いますが、先ほど大脇審議員の方から、たくさんのもの

が採れても、なかなか持って行き先がないと、消費期限といいますか、やは

り物には期限がありますので、泣く泣く放置しているとか、そういうような

お話を受けたときに、６次化での商品開発も、先ほどの御意見の中にもあり

ましたとおりだと思いますが、５年後の目標で２施設、物流拠点の施設を作

ろうと今、県がお考えだというところをここで見つけた次第ですが、長期保

存ですとか、たくさん採れたものが、いかに次のところに持っていけるのか、
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生産調整と言いますか、そういうような施設がこの中には何かお考えがある

のかなというのが一つ気になりました。

そして、皆様も肌で感じていると思いますが、地球温暖化、非常に地球が

暖かくなってきております。今、コールドチェーンといいますか冷やして物

をいかにして運ぶかというところも、もしかすると地球全体の問題なのかな

というところもございまして、こちらに載っております流通で、そこの中に、

冷やしながら届けていくと、もっと遠いところに大量のものが送れるような

ものもできるのではないかなということを考えております。

もう一つ、すいません。少し流れは別なのかもしれませんけれども、第八

次長計の91ページに載っています、これは施設園芸野菜の一戸当たりの量を

増やすということでしょうか。キュウリとピーマンが一戸当たり今25アール

であるところを、令和７年度の目標として一戸あたり30アールに増やしてい

きましょうというところで、ハウスの整備と団地化、というところが大きく

載ってるかと思いますが、これから施設を作っていく中にも、高温の対策と

いうのがこれから先は少し必要になってくるのではないかなと思います。今

まではどちらかといえば暖めていろいろなものをたくさん作るというところ

から、地球全体がホットになってきてるので、これも少し考えながら、それ

がスマート農業に繋がっていいものを時期をずらして、高くで売ったりだと

か、生産性にも繋がるのではないかということで考えた次第でした。以上で

す。

【黒木会長】

はい。ありがとうございます。

まず、県の方なにかありますか。

【松田農業流通ブランド課長】

はい。ありがとうございます。

お配りしてある資料の14ページに、物流のお話がございまして、下の方に、

高度な物流拠点施設数というのが、令和７年に２ヶ所と書いてあるというこ

とですけども、まず１ヶ所、神奈川県の川崎市に、県の所有地がございまし

て、そちらに、民間の運送会社、或いは畜産関係の会社様、そのようなとこ

ろが営業所を合同でシェアリングしまして、拠点というものをこの３年の３

月に作ったところでございます。

まず一つ都市圏においてそういう拠点を作るというところ、それが１ヶ所

ございます。もう１ヶ所は７年度までには、今まさに御提案にあったような、

いわゆるコールドチェーンという言葉を使いますけれども、冷やした状態で

保存して、大量にお届けするという技術がまさにこれから大切かなと思って

おりますので、いわゆる予冷庫、予冷の装置を含めたような施設も考えなが

ら、施設の整備を検討してまいりたいと考えてございます。
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【黒木会長】

はい。ありがとうございます。

その他、何かございませんでしょうか。

【川上農産園芸課長】

はい。今、高温対策についてということで御意見がございましたので、農

産園芸課でございますけども、説明させていだきます。

御指摘のとおり、今後の高温対策というのは非常に重要でございます。91

ページにも、複合環境制御ということで書いてありますけども、温度、湿度

や、ＣＯ₂、日射等は非常に重要なファクターになっておりまして、宮崎は夏

場が暑く、夏場の生産量が、平準化しない、安定化しないのはやはりその温

度の高い部分が原因でございます。

そこで複合ということで、温度制御するシステム、それから高軒高のハウ

スということで、従来、温度が上がって、適した温度にならない部分を、高

軒高とすることで栽培に適した温度にする、そういう調整が可能なハウスを

普及していくという部分で掲げております。

そういったことで夏場も栽培しながら、周年化しまして、規模拡大も、そ

れによって実現していこうということで、ここにも面積を掲げているところ

でございます。

御指摘ありがとうございます。

【黒木会長】

はい。久家さん。どうぞ。

【久家審議員】

先ほどの大脇さんの意見、私も同じで、やはり私も一緒のものを作ってい

ますので、でも昨年はキャベツやブロッコリー等はサンＡの方にたくさんと

ってもらいましてすごく助かりましたが、今年はキャベツは無しでブロッコ

リーだけでということで、100トンぐらいのブロッコリーをとってくださると

いうことで、今すごく喜んでるところです。

ただ、息子の方はどうにかやっていますが、私たちはグリーン・ツーリズ

ムの組織を持っていまして、その会の中で何回か通いで行っているのですが、

今高齢化ということもありますが、やはりこの時代、どこからも農泊に来て

もらえない、県外からも外国からも来てもらえないというのがすごく皆さん

困ってらっしゃって、いろいろ検討していますが、教育旅行とか、そういっ

たことに子供たちをどうやって動かそうかということで、昨年からいろいろ

やっていたのですが、なかなかそれが叶わず、ですが今年も話をしたところ、

学校の体験農業とか、そういったところに今、目が向いてまして、農泊では

なく、体験で農家の魅力をどう発信しようかということで、そこを重点的に

やっていこうかという話が出ました。今月末に総会がありまして、毎年泊ま

りでしていますが、今年は泊まりもできなくて、日帰りの研修になりますが、
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そういった中でも意見をみんなで出し合いながら、どうしたら魅力の発信を、

高齢化に向けて、できることをどのようにしてやっていこうか、自分たちが

楽しむことによってやはり周りの人たちも楽しんでいただき、そこで一緒に

農業の魅力を発信できれば良いのかなというのが一番の魅力ですので、そこ

もまた今後、皆さんと一緒に考えて、農家の魅力っていうのを大いに発信し

ていきたいと思いますので、また今後を期待してください。以上です。

【黒木会長】

はい。力強いお言葉ありがとうございます。

今、販売につきましていろいろ出ましたが何かございませんでしょうか。

坂下さん。

【坂下審議員】

はい。今皆さんの意見を聞いていまして、本当に耳が痛いです。我々がし

なければならないことがすべて問題として挙げられておりまして、経済連で

取り組むことの多さ、厳しさを実感していまして、ここで発言するのも嫌だ

なと思いながら今聞いていました。

すべての問題、最後には輸送に関わってきます。例えば、野菜ですと、東

京、大阪まで持っていく場合、価格が倍にならなければ合いません。加工し

て運ぶということになっても、やはり、大手量販店さんあたりから叩かれま

す。ジュース１本作っても運賃の何十銭の戦いです。こうなってきますと、

例えばキャベツとかいろいろなとこで加工しながら、いろいろなことをやっ

ていますけれども、宮崎ほど農業というものは、付加価値をつけたものを、

各県と違ったものを、独自性のあるものを売っていかないと、近隣の県との

戦いは私はできないと思います。

我々は今度、働き方改革で、大きな課題をもらいました。今、県の方と一

緒になり、いろいろな提案をしていますけれども、直接大阪までも運べませ

ん。働き方改革で、トラックを止めざるをえません。中継地を持たないと、

直接運べません。これは宮崎県の経済連ではなくて、普通の会社の人たちも

皆一緒です。もうここはですね、宮崎全体、個人の、例えば農業やってる団

体と一緒になって取り組まないと、県自体が、農業ができなくなるというこ

とになりますので、今大きな課題を抱えながら、取り組んでるところですけ

れども、やはり一番は、物流だというのは間違いありません。

昨日も公明党の山口書記長が宮崎にこられました。そこでも宮崎県、また、

北海道も鹿児島も熊本も、この農業の産地っていうのは、物流で大都会と田

舎の格差がこういう形でまた拡大していきますよ、というのをお話させてい

ただきました。

やはり我々は政治の力を借りながら、ここはみんなで力を合わせてやるし

かないのかなと。今日話を聞いて、私が怒られているような感じでですね、

頭の痛いことにずっと取り組んでいることなんですけど、もう少ししたら答

えが出せると思いますが、これは、やはりみんなが協力しないと、自分ばか
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りが良いのではいけないですよね。

トラック輸送にしましても一番の問題は、送ったは良いが帰りは荷物がな

いでは、運送は成り立たないということです。運送業者の方とも、また自分

たちの縄張りというのがあられて、また単協は単協で今までのつき合いがあ

ると。そこを一挙に解決するというのは、本当難しいことだろうと思ってい

ますので、人間、困らないと一歩を踏み出せないのかなというのが1点です。

特にですね、少し長くなりますけれども、今回この新型コロナで物が売れ

なくなってきました。今、篠原審議員からもありましたように、レバーの問

題もありましたように、究極売れなくなると皆さん方法を考えます。その時

になると、時代が進みますよね。宮崎の牛肉とかいろいろなものが売れなく

なりました。そこで、やはりこれは通販だということで、力を入れてものす

ごい莫大な数量が通販で出ていきますし、外国にもどんどんどんどん出てい

きます。インバウンドの方がいらっしゃらないことが、一つ我々は、前に進

む力になるんですね。ですから、私にとっては、新型コロナで農業の販売が1

0年進んだと思って、またこれが、痛めつけられれば痛めつけられるほど、我

々は変化して改革する必要があると思いますので、今後ともよろしくお願い

したいと思います。

【黒木会長】

ありがとうございます。

まさに仰いましたように我々、災いを転じて、チャンスを掴むということ

もできているようで、大変力強く思いました。時間も随分押してきましたが、

はい。

【後藤審議員】

農業委員連絡協議会の後藤です。

ちょっと明るいというか、坂下議員が仰られていましたので、木城町では

近々２人の新規就農者が出そうな気配です。お二人とも、28歳か26歳だった

と思いますが、1人は私の息子の同級生ですが、高校時代はまったく農業に興

味もない子でした。もう一人は親も農業をしていて、長男もすでに後継者と

して働いていて、その次男ですが、自分も農業したいということで。２人と

も宮崎の市場に長年勤めていました。西都方面の集荷を行っていて、そこで

やはりハウス農家に興味を持ったようで、１人の子はハウスの準備が始まっ

てます。ですから、やはりそういう農業の良さを若い人に伝えるような場所

がもっと提供できると、後継者や新規就農者も増えてくるのではないかなと

最近思っています。露地野菜の方が楽で良いと思っていましたが、やはり若

い子がハウスに興味を持つということは、やはりハウスが良いのだろうなと、

つくづく思っています。

【黒木会長】

はいありがとうございます。
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今、魅力をもっと伝える場所という話がありました。県はそのことに対し

てありませんか。特段ないようであります。他に何か特別ございませんか。

はい。香川さんどうぞ。

【香川審議員】

香川といいます。私からは二つ。

一つはお願いなのですが、後継者や若者の就農の話をずっとされていまし

たが、私、法人協会をしていますので全国の農業法人の方々と会話すること

が非常に多いです。その中で、最初、我が社だけかなと思っていたのですが、

他の農業法人さんも皆さん同じ問題を抱えていまして、それは、若者の離職

率が高過ぎるということです。それをある学校の先生にそのまま問いかけま

した。離職率、どのように追跡調査を行っているのですか、という質問をし

ましたら、離職率の調査はしてないという返事が返ってきました。

就職者は自分の学校から卒業すれば去年の就職率100％でしたよというよう

なことを言ってくれますが、辞めた人はもうそのままだそうです。そうする

と我々は、対策の打ちようがない。どうしてやめたのか、原因もわからない

です。ですので、できれば県の方かどこだかよくわかりませんが、若者の離

職率の調査をしていただけたらいいなと思ってます。

今、第２新卒生という言葉があるそうです。私、勉強不足でわからず、第

２新卒生とはどういう意味だろうと思いネットで調べましたら、大学を卒業

して、就職して３年以内に辞めて、また就職する人のことだそうです。そう

いう造語ができるぐらいですから、ものすごく若者の離職率というのは高い

はずです。ですので我々は、その離職率をどのように止めるかという努力を

するべきだと思いますので、お力添えをお願いしたいと思います。

【黒木会長】

はいありがとうございました。

確かに今世の中どこもそうでしょうが、若い人の離職者はすごく多いです。

もう、どこも多い。公務員ですら、公務員ですらですよ。

ですので、やはり価値感、考え方が随分、育て方も随分昔と変わりました

から、何かそれに関するデータとか何かありますか。はい。

【牛谷農政水産部長】

はい。私の方から少し。農業法人実態調査というものを県が行っておりま

して、県内農業法人の皆様にアンケートを出しまして、その回答の中に、年

齢別を拾っておらず大変申し訳ないですが、在職期間別に見た離職者数とい

うものがありまして、離職者のうちの１年未満は45％で一番離職者が多いと

いうことになっています。そして、離職理由は、その他というのが一番多く、

ここが何なのかというのはわかりませんが、その次にくる健康問題、次に家

庭の事情ですとか、人間関係が19.6％というふうになっています。ただ、こ

の離職理由については、辞めた人に聞いたわけではなく、雇用主にアンケー
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トを当然していますので、雇用主の方が言っている理由ですから、実際は違

うかもしれません。実を言うと私たちも離職した人にアンケートができない

のかということで、いろいろ模索していますけれども、非常に難しいです。

辞めるというタイミングがどのタイミングなのか、雇用主の方に、辞めた人

にはこのアンケート渡してくださいと言うのもちょっと頼みにくいですね。

ですから、実態をどうとらえるかというのは、非常に難しい問題で、これは

農業だけではなく他の職業でも一緒だろうと思っています。この部分につい

ては、やはり非常に問題だと思ってます。ですから、私どもはお試し就農と

いうものを行っていて、法人に行ったけれども、法人の仕事の中身と自分の

考えが違ったからもうやめるということがないように、お試し就農というよ

うになっており、例えば３ヶ月間で、法人を１ヶ月ごとに回り、自分に一番

向いた法人のところに就職していただくというような仕組みを作っておりま

して、そういうところで少しでも、離職率を下げていこうという努力はして

いるところでございます。以上です。

【黒木会長】

はい、もう最後にしたいと思います。最後何か、どうしてもということで

あれば。

丸目審議員。

【丸目審議員】

特に県の回答は必要ございませんが、先ほどから大変厳しい意見が、大分

出ております。

しかし、本県の農業は、これまで、農家の皆さん方の御尽力並びに農業関

係団体、県、市町村行政が一体となり、推進をしてこられ、農業産出額も、

全国第５位となり、食料供給基地としての発展を遂げてまいっております。

関係者の皆さんの御尽力に感謝したいというふうに思います。

今回、第八次農業・農村振興長期計画が作成されました。これにより、関

係農業者の皆さん、並びに行政が一体となり、御尽力をいただければ、本県

の農業・農村がより一層発展していくのではないかと期待しております。そ

して、最終的には、親が自分の子供に継がせたくなるような農業になって欲

しいです。以上です。

【黒木会長】

はい、ありがとうございます。

それでは、予定しました時間もまいりました。本当は、もっと早く閉めた

かったのですが、活発な意見をたくさんいただきまして、この時間になって

しまいました。

はい、酒井先生。

【酒井審議員】
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酒井です。実は私この会議今日で最後となりまして、10月から学部長がチ

ェンジしますので、私もこれでお役ごめんとなります。ですから一言最後の

御挨拶とさせていただきます。

農はやはり国家なんです。ですから、やはり農がないと、国は成り立たな

いです。そのことをもう一度皆さん方よく考えていただきたいと思います。

日本を見ますと、おそらく東京都と神奈川と大阪、それらの三つの都府県

以外全部の府県は、農業が一番重要産業だと思います。これはもう変わらな

いと思います。ここ十何年かで、公立大学は山のように増えて、今、国立大

学よりも数が多いです。その中で、多くは全部農業系です。ですから、農学

部がない県が、わざわざ自分のところに農学部を作ってまで、農業を振興し

ようとしています。宮崎は、幸いにも宮崎大学農学部もありますからそうい

うことをする必要がないです。

とにかく、農業というのは、日本の基幹産業であり、国家の中心であると

いうことを考えていただきながら、これからこの会を最後まで続けてもらい

たいと思います。どうも、ありがとうございました。

【黒木会長】

いやいや、ありがとうございました。確かに我々にもずんと来るものがご

ざいますが、農に対する考え方、本当に、もう少し我々は性根を入れて考え

なければいけない時期に来ていると思います。

どうぞ。

【轟木審議員】

今日いろいろと、出たようですが、特に私、担い手の育成ということで、

いろいろ聞いていたのですが、いろいろな意見を出していただきました。そ

の中で八次長計の中で、「みやざき型家族農業」ということで位置付けて、い

ろいろな施策が八次長計の中に入っておりますが、こういったものをそれぞ

れ進めることによって、担い手も後継者もきてくるのではないかなというふ

うに思っております。ただ担い手なり後継者に対する支援策というものをも

う少し力を入れることによって、さらに育っていくのではないかなというふ

うに思っているところであります。

どうかひとつ大変な中ですが、この八次長計の中でそれを進めていただけ

れば良いのではないかなと思います。お願いします。

【黒木会長】

確かに育てるという意味からすると支援も大きな施策の一つだと思います。

何かこれについて、はい。

【殿所農政企画課長】

はい。この第八次長計の中で、担い手を育てるということだけでも様々な
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施策がございます。そういったものを、今日の御意見も踏まえて、今年度作

った事業についてしっかり取り組みながら、また今日いただいた御意見を参

考にして、来年度以降の取組についても充実を図って参りたいと考えており

ます。ありがとうございました。

【黒木会長】

はい。最後になりましたが、商工のエキスパートでございます、米良会頭

さん、一言お願いいたします。

【米良審議員】

はい。ただ皆様方の御意見を本当にただただ聞いているだけでございまし

て、私は農業を営んだこともございませんし、自分で作ったことも何もござ

いません。本当に皆様方のこの切実な御意見に、本当に申しわけないとうふ

うに思います。

そういうふうに、出だしは、穏やかにしながら、大きく考えていただきた

いのが、今のお子様、特に高校、大学の、何になりたいかというアンケート

を一部取ったことがあります、一部です。一番はユーチューバーです。ユー

チューバーおわかりでしょうか。ユーチューバーが今一番なりたい職業とい

うことです。我々商工会議所の青年部とかいろいろとありますけれども、実

業家はどうなるのか、ということを今申し上げなければならない時代に入っ

てきております。ですので、そういうように、周りが大分違うということも、

情報として持って帰っていただければと思います。

二つ目は皆様方も、基本的に、耕す、育てる、収穫、そして販売という、

こういう流れだと思っておりますけれども、これがなかなか思うようになら

ない。それは、天変地異という、相手が大きな自然だからだと思います。そ

れにどのように我々の技術、先ほどから出てきております、スマートとかい

ろんな言葉が出てきておりますけれども、そういう中においての、そのやり

くりをどう考えるか。坂下会長が本当に言葉を選ばれるのに苦労していらっ

しゃいましたけれども、私も本当にこれは言葉を選ぶというよりも、今、大

きな変遷をしなければならない、この時代の中の流れの中の一環ではないの

かというふうに思います。

青汁っていうのがこの頃流行りですよね。一番最初は青汁でした。これは、

チューブです。医者に行きました。胃薬、チューブです。確か、今から20年、

30年前のＳＦの映画では、食事の場面が出てきた覚えがありません。全部、

流動物、もしくはチューブとかそういうもので、我々の体のカロリー・栄養

バランスを補填する。ホルモンの出具合など全部のデータを一人一人、国も

しくはそういう機関がとられて、支給する、もしくは配給するというような

形に、これからなりうる。それならば、キュウリが曲がっていようと、桃が

若干傷んでいようと、さして問題ではありません。そういうような時代が、

多分、10年、15年後には来るのかなと、そういうふうに思っている次第であ

ります。



- 27 -

ですので、お子様の就職の問題。また、作物をどう作るかとか、それをど

うタイミングよく、収穫して売るかとか、いろいろなどうにもならない問題

を抱え込みながら、そして次世代はどう判断をしなければならないのかとい

う事柄が、この審議会の一番の課題ではないのかなというふうに思います。

公に求めるところも多いです。けれども、ここに多様性という言葉が出て

きておりますが、正直、私は多様性という言葉の意味がわかりません。文科

省が大学に指針を出しました。2045年、46年、47年。あと20年ちょっとのこ

とです。その時の指針の大項目が多様性なのですが、意味がわからないと私

は言ってしまいました。多様性とは何ですか、と質問しました。言葉遊びは、

我々実業家には、関係ありません。我々にとっては、今日が、現実であり、

リアルであり、やはり一番大事なのは、現実、リアリティーです。

しかし、そこに秩序も必要かなとは思います。その現場を皆様方から教わ

りながら、一生懸命、会議所として御協力いただきながら、また、御協力さ

せていただきたいと思っております。

今日は本当に良い勉強させていただきました。ありがとうございました。

【黒木会長】

ありがとうございました。

時代の農業の、また農産品の姿という示唆もいただき、本当そうなるのだ

ろうなという気がいたします。

さて、まだ別の項目もありますので、今日はこの程度にさせていただきた

いと思います。

今日は思った以上に皆様方本当に、多様な御意見をいただきました。今の

米良審議員の言葉を借りると、農業のリアリティ溢れる言葉をたくさんいた

だき本当にありがとうございました。これほどたくさんの方が一生懸命、議

論いただくことは本当にうれしい限りであります。

県の方におきましては、皆さんの御意見をしっかり捉えまして、この八次

計画の中で、そして令和３年度の実施計画の中で、盛り込んでいただきたい。

そのようにお願いをいたして、以上をもちまして、本日の議事を終了させて

いただきます。

私のつたない司会で時間が延びてしまいました。本当は短くすると言って

いたのですが、誠に申し訳ありませんでした。終わります。

【司会】

黒木会長、ありがとうございました。

それでは、審議会次第の６のその他ですが、事務局で「ひなたＭＡＦｉＮ」

の推進について準備しております。

本年２月の当審議会で紹介させていただきましたが、農政水産部ホームペ

ージが３月に開設され、現在、情報の拡充等図っているところでございます。

御紹介させていただきます。
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【殿所農政企画課長】

はい。それでは時間も限りがございますので急ぎで説明したいと思います。

一番最後についております参考資料というカラーの両面の資料をお願いいた

します。

「ひなたＭＡＦｉＮ」につきましては、３月に開設をして運営を開始した

ところですけれども、その図を見ていただきますとポイントが大きく二つご

ざいます。

一つは、この黄色い丸のところに、「ひなたＭＡＦｉＮ」という、ホームペ

ージという意味合いですが、そこに農業・水産業に関連する情報を集約をし、

様々な支援策や取組を、生産者や県民の皆様がワンストップで検索できるよ

うにするということ。

もう一つは、その次の赤い矢印に書いてありますように、県の取組や、コ

ロナの支援策であるとかそういったものを、YouTubeやツイッター、フェイス

ブック等、ＳＮＳと言われているものを使い、タイムリーに県からプッシュ

型で、生産者や県民の皆様にお伝えをしていくと、こういう大きく二つの目

的を持ったものでございます。

本日は、モニターを使って説明をしようと思っておりましたが、かなり時

間も押しておりますので、そこは省略をさせていただいて、裏面の方をお願

いいたします。この裏面の方のチラシ、これが「ひなたＭＡＦｉＮ」のＰＲ

チラシになりまして、現在このチラシを使って、県内各地で開催される研修

会で周知をしたり、ＪＡの御協力で、広報誌への掲載を行ったりしておりま

して、現在、ホームページの閲覧数は、１ヶ月当たり約１万アクセスという

状況でございます。

やはり「ひなたＭＡＦｉＮ」というものにつきましては、生産者や県民の

方々に知っていただいてどれだけ活用していただくかというのが鍵となりま

すので、さらに、県としても、それから団体の御協力もいただきながら、周

知に努めてまいりたいと思っております。

そこで、審議委員の皆様におかれましても、この資料の右下の方にＱＲコ

ードがございます。「ひなたＭＡＦｉＮ」というホームページに行く、ＱＲコ

ードやメールマガジンを送るためのＱＲコードがございます。是非、お帰り

になられましたら、ここをスマホでピッとしていただいて、いろいろ入力す

るとこありますけれども、どのような情報が載っているのか見ていただき、

それを、是非周りの方々にも御紹介いただいたり、或いはここは使い勝手が

悪いよ、ですとか、もっとこんな情報を載せたほうがいいよ、といった情報

があれば是非私どもの方に、御提案をいただけると、我々もますます利便性

の良いホームページにしていけると思いますので、御協力の方よろしくお願

いいたします。以上でございます。

【司会】

ただいまの説明につきまして、御質問等ございますでしょうか。
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【川越審議員】

質問です。

これを活性化させるということを今後見越してらっしゃると思いますけれ

ども、どういうところに載せてもらいたいですとか、企業さんとか、そうい

うのは何かイメージとかあられるんでしょうか。

また企業さんとかが載せるにあたって、月々幾らぐらい費用がかかるのか

も教えていただきたいと思います。

【殿所農政企画課長】

企業さんに載せるといいますのは？

【川越審議員】

この「ひなたＭＡＦｉＮ」の使い方ですが、今のＪＡさん等がＰＲとかは

載せてらっしゃると思いますすが、バナー広告が一つあると思います。それ

以外にも、企業が、農業関係のいろいろな機材や資材等、そういうもののＰ

Ｒも載せていったり、県と一緒にイベントを組んだりとか、そういうふうな

ものも、活性化の一つとして使えるのかなというふうな感じがしますが、ま

ず一つとしては、宮崎の農業を活性化するために、いろいろな企業がここに

載せていくというような形にした時に、それは載せることが可能なのかどう

かと、もし載せるとすればバナー広告以外の載せ方があるのかと、あともう

一つ、バナー広告をするにあたって幾らぐらい必要なのかというものを教え

ていただきたいと思います。

あともう一つすいません。どういうところにＰＲしていこうと思っている

のかを教えてください。

【殿所農政企画課長】

はい。まず、ＰＲ先についてですけれども、メインは生産者の皆様にまず

は知っていただいて、使っていただくのが一番でございます。併せまして、

この八次長計を議論する昨年度の農政審議会の中でも出していただきました

けれども、一般の県民の皆様にもしっかりその農業の取組ですとか、今の農

業の現状というのを知らせる必要があるという話がございましたので、その

あたりをターゲットにしております。ですので、まず今は、農業関係の研修

会や、先ほど申し上げましたＪＡの御協力をいただいて、広報誌に載せると

いう形で、ＰＲをしているところですけれども、今後は、もう少し幅広く、

県の県政番組ですとか新聞広告等を使って、県民一般の方にも広くお伝えし

ていきたいとは思っております。

それから、企業とのコラボレーションの話が出ましたけれども、先ほど令

和３年度の取組の中で一つ御紹介いたしました、スマート農業を試してみた

いなと思ってらっしゃる農業者がいます。一方では、自分の会社のスマート

農業の機械のモニターとなってもらって使ってもらいたいという企業さんも

おられます。そういったところをマッチングするような仕組みも考えていま
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す。当然そういうところは、両者にメリットがありますので、お金をいただ

こうとは考えておりませんが、今委員からありました、いわゆるバナー広告

というようなものについては、そういった話がありましたら、幅広く活用し

ていきたいと思っておりますので、御相談をいただければと思います。以上

でございます。

【司会】

他にございませんでしょうか。よろしいでしょうか。

それでは全体を通して、御質問等がありましたら、お知らせいただけます

か。よろしいでしょうか。

それでは閉会にあたりまして、牛谷農政水産部長が御挨拶申し上げます。

【牛谷農政水産部長】

はい。本日は、貴重な御意見をたくさんいただき、大変ありがとうござい

ました。

農業産出額というのが全国で公表されまして、食料を国民に供給するとな

った時には、北海道と南九州３県が大体同じぐらいで、約1兆円ということで、

ここが一番の大きな産地になるだろうと言われています。その産地としてし

っかりと役割を果たすためには、この第八次長期計画をいかに実行に移して

いくか、計画に思い描いた将来像や目標をいかに実現していくかということ

が、非常に重要であると考えています。

先ほどから審議員の皆様からもありましたように、皆様から御意見をいた

だきながら県の方で作成したということになっておりますが、実際にやるの

は当然生産者でありますし、ＪＡ等関係団体の皆様でありますし、本日ここ

においでのいろいろな団体の皆様であったりとかという方々と、一緒にやっ

ていかないと実現できない目標だということで考えておりますので、そこは

しっかりと連携、協議させていただきながらオール宮崎で実現するような取

組として進めさせていただきたいと思っておりますので、今後とも御協力を

よろしくお願いいたします。

また、本日は審議会での議論に加えまして、皆様のもとに個別に御相談に

伺うこともあろうかと思いますが、それぞれの立場から、御指導、御助言を

いただければありがたいと思っております。

引き続き、皆様の御支援、御協力をお願いいたしまして、簡単ではありま

すが、閉会にあたってお礼の挨拶とさせていただきます。

本日は誠にありがとうございました。

【司会】

以上で本日の会議を終了いたします。

長時間にわたりありがとうございました。

午後３時30分閉会


